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　　　　　　変革への挑戦変革への挑戦
　

「強い三井化学グループ」
　　の実現をめざして

２００５年４月１５日
三井化学株式会社　袖ヶ浦センター

第５回研究開発説明会資料
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袖ケ浦センターにシャープレスホール設置

人類のねがいをかなえ
未来を創造するー。
　化学こそ、
　この志を実現する偉大な力である。
　　　　　　　　　　　K.Barry.Sharpless
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シャープレスホール開設の記念講演（０５年３月）

“Stitching with Nitrogen”
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三井化学
第２回

三井化学
第２回 触媒科学国際シンポジウム触媒科学国際シンポジウム

The ２nd Mitsui Chemicals International Symposium on Catalysis Science(MICS2005)
ー機能性材料の創出を目指したグリーン触媒最前線ー

開催：２００５年３月２２、２３日　　場所：かずさアカデミアパーク（木更津）
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第２回三井化学触媒科学国際シンポジウム

基調講演をされる
シャープレス教授

ウエルカムパーティには
野依教授ご夫妻もご出席

高校化学グランプリ２００４受賞者を
ご紹介される村井日本化学会会長
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三井化学触媒科学賞三井化学触媒科学賞
目的： 化学および化学産業の持続的発展に寄与する目的で、

特に触媒科学分野で優れた研究業績を挙げた研究者を表彰

対象： 重合触媒、精密合成触媒、環境保護に寄与する触媒等の触媒科学分野で、
顕著な研究業績を挙げた大学、あるいは公的機関に属する４５歳以下の
研究者

三井化学触媒科学賞」各賞： 「

４５歳以下の研究者１名
賞品、副賞：
　記念盾、副賞金（500万円）

「三井化学触媒科学奨励賞」

３５歳以下の研究者２名以内
賞品、副賞：
　記念盾、副賞金（100万円）

０５年３月２２・２３日開催の
ＭＩＣＳ２００５にて表彰

表彰：
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三井化学触媒科学賞授賞式

中西社長より表彰状を受け取る
ジェイコブセン教授

受賞のご挨拶をされる
小林教授
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レーン教授（０３年１０月）

ノーベル賞受賞者による袖ケ浦センターでの記念植樹

シャープレス教授ご夫妻
　　　（０５年３月）

野依教授ご夫妻
（０４年９月）



8

グローバルサイエンス・ネットワークの構築

ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学（ﾌﾗﾝｽ）
　Ｌｅｈｎ教授、Decher教授
ｱｰﾍﾝ工科大学（ドイツ）
　Okuda教授

欧州留学先：
　ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王立工科大
　アテネ国立工科大

三井化学
触媒科学国際
シンポジウム

・
触媒科学賞

ｶｰﾈｷﾞｰﾒﾛﾝ大学（ｱﾒﾘｶ）
　Ｍａｔｙｊａｓｚｅｗｓｋｉ教授

米国留学先：
　　Ｍ Ｉ Ｔ

　　ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大

A*Star（ＩＣＥＳ，ＩＭＲＥ）
Carpenter教授,Chua教授
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ大学
　Chung教授

大学（日本）
　ﾘｻｰﾁｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
　　　　　　（１６名）

国内留学先：
　東京大学先端研
　東京工業大学他
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シンガポール　Ａ＊Ｓｔａｒ　との共同研究

シンガポール紙記事
The Straits Times Asia

2004.9.17

Institute of Materials
Research & Engineering

調印式

・シンガポール科学技術庁（A*STAR)
　と共同研究契約を締結（04年9月）
・触媒・材料分野の3テーマについて
　共同研究を開始

ＩＭＲＥ
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三井化学シンポジウム　at ISIS-ULP

レーン教授
（ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学）

ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ

・欧州の先端材料分野における
　研究機関との協調とﾋﾞｼﾞﾈｽ
　機会創出のため、初めての
　海外ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（ﾌﾗﾝｽ）を開催
　（参加者：１６０名、04年11月）
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４名（１名）

６名（２名）

４名

２名（１名）

合計１６名（４名）

触媒科学ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

ﾎﾟﾘﾏｰｻｲｴﾝｽｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 情報電子ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

有機金属錯体、固体触媒、
重合触媒

物性制御・機能発現、
精密重合、成形加工

光・電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ

ナノ材料ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

ナノ構造制御、
自己組織化

三井化学
　技術ﾌｫｰﾗﾑ

三井化学技術フォーラムによる次世代技術開発の加速

１．三井化学Gの技術レベルの進化・向上と客観的評価
２．産学協調の推進による次世代技術開発の加速
３．サイエンスに基づいた指導・助言

カッコ内は０４年に
追加選任
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経営ビジョン

　　　　　　　　　　　　　　　　企業理念
地球環境との調和の中で、材料・物質の革新と創出を通して
高品質の製品とサービスを顧客に提供し、もって広く社会に貢献する

◆人類福祉の増進　　◆株主への貢献　◆顧客満足の増大
◆地球社会への貢献　　◆従業員の幸福と自己実現

　　　　　　　　　目指すべき企業像
世界の市場で存在感のある強い三井化学グループ

　　　　　　　　　　　　事業領域
機能性材料分野　および　石化・基礎化学品分野
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成長の方向

材料・物質の革新と創出を通して、競争力ある石化・基礎化事業を母体とし
機能性材料分野の更なる拡大・成長を図る

合併効果の
早期実現

三井化学グループの
更なる拡大と成長

三井化学グループの
更なる拡大と成長

事業構造の変革と収
益力強化

事業構造の変革と収
益力強化

（９８中計）

（０１中計）
（０４中計）
量的拡大から質的拡大への転換
　・事業の選択と集中
　・機能性材料分野の拡大・成長
　・石化・基礎化分野の収益力強化

合併効果の
早期実現

世界の市場で存在感のある
強い三井化学グループ

世界の市場で存在感のある
強い三井化学グループ

変革への挑戦変革への挑戦
（０４中計）

９８－００
ホップ

０１－０３
ステップ

０４－０７
ジャンプ
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研究開発部門の使命と目標

使命 事業領域において競争優位な研究開発力を
維持・獲得し、三井化学グループの
成長の原動力となる

目標 石化、基礎化学品事業分野：

コア事業の生産技術力を強化し、収益力強化に
貢献する。

機能性材料分野：

コア事業製品の拡大と成長および次世代製品の
スピードアップを図り、高収益事業に貢献する。



15

機能化学品
事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ

　石　　化
事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ

基礎化学品
事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ

生産技術研究所

機
能
樹
脂

　
　
　

研
究
所

機
能
化
学
品

　
　

研
究
所

触媒科学研究所

機
能
材
料

　
　

研
究
所

ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究所

プライムポリマー設立後の三井化学の研究組織

機能樹脂
事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ

３事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ
研究所

３ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ
研究所

事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ研究

事業ｸﾞﾙｰﾌﾟの事業活動の
維持・強化・拡大に資する
技術・製品の研究開発

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ研究
・新規事業分野へ進出するための
　次世代製品・技術開発
・ｺｱ事業継続に競争優位を与える
　基盤技術開発（評価・解析技術、計算科学）
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「知の総合化」による「強い三井化学ｸﾞﾙｰﾌﾟ」の実現

・共創の場
・共体験の場

袖ヶ浦

市原茂原

三井リサーチ
　　トライアングル

＜情報発信＞

＜産学連携＞

＜人材採用
　　　　　・育成＞

＜新製品開発＞

知の総合化



第５回研究開発説明会資料

三井化学のナノテクノロジー

2005年4月15日

三 井 化 学 株 式 会 社　　

マテリアルサイエンス研究所
界面制御グループ　福田伸
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目　次

１．ナノテクノロジーとは

２．なぜ今ナノテクノロジーなのか

３．三井化学が目指すナノテクノロジー

４．まとめ
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ナノとは

毛髪　
バクテリア

分子
ＤＮＡ

nm（ﾅﾉﾒｰﾀｰ）
µm（ﾏｲｸﾛﾒｰﾀｰ）

１ナノメータ（ｎｍ） ＝ １０億分の１ｍ

mm（ﾐﾘﾒｰﾀｰ）
トップダウン ボトムアップ

ナノテクノロジー手法

人

m（ﾒｰﾀｰ）

原子

１/10nm

ナノ領域 ： １～１００ｎｍ
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トップダウン手法

年代
１９８０ １９９０ ２０００ ２０１０ ２０２０

１０μｍ

１μｍ

１００ｎｍ

１０ｎｍ

１ｎｍ

半
導
体
の
サ
イ
ズ
（
線
幅
）

超微細加工技術と記憶容量の関係

新
聞
１
頁

新
聞
１
ヶ
月

新聞１０年？ 線幅

大きなものを削ってナノサイズのものをつくる手法を『トップダウン』という
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ボトムアップ手法

原子の組み立てによる材料創生

炭素原子（C）

カーボンナノチューブ活性炭

ダイヤモンド
黒鉛（グラファイト）

ナノ繊維
高強度
導電性
電子放出

黒色
導電性

透明
高硬度

黒色
吸着性

小さなものを積み上げてナノサイズのものをつくる手法を『ボトムアップ』という
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ナノテクノロジーとは

大阪大学　川合知二　教授
分子・原子の並べ方をうまく制御してやれば、そこに物凄く価値
のあるものが生まれる

米国　（ナノテク国家戦略）
縦・横・高さのうち、一辺が少なくとも100ナノメートル程度、もしくはそ

れ以下の物質の構造と機能を制御するテクノロジー

日本（経済産業省）
ナノメートルのオーダーで原子・分子を制御し、ナノサイズ特有の物
質特性等を利用して新しい機能、優れた特性を引き出す技術の総
称
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ナノテクノロジーとは

大阪大学　川合知二　教授
分子・原子の並べ方をうまく制御してやれば、そこに物凄く価値
のあるものが生まれる

米国　（ナノテク国家戦略）
縦・横・高さのうち、一辺が少なくとも100ナノメートル程度、もしくはそ

れ以下の物質の構造と機能を制御するテクノロジー

日本（経済産業省）
ナノメートルのオーダーで原子・分子を制御し、ナノサイズ特有の物
質特性等を利用して新しい機能、優れた特性を引き出す技術の総
称

ナノ領域で原子・分子の並び方と
機能を制御する材料およびプロセスの

科学技術

三井化学の定義：
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なぜ今ナノテクなのか？

１）　原子・分子を直接観察できる
　　　高性能顕微鏡の出現

走査トンネル顕微鏡で見た原子の並び ⇒

２）　半導体加工技術が
　　　ナノスケールに突入

３）　原子・分子を組み立てる
　　　材料創生の開始

超ＬＳＩの配線パターン ⇒

炭素原子から組み立てるカーボンナノチューブ ⇒
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分析・評価技術
・プローブ顕微鏡
・電子顕微鏡
・ゲノム解析

加工技術
・半導体超微細加工
・原子分子操作
・マイクロマシン

基礎科学
・生物、物理、化学
・材料科学
・計算科学

エレクトロニクス・
　　　　　　　　情報通信
　　分子デバイス
　　フォトニック結晶
　　超高密度メモリ　　
　　高精細ディスプレイ
　　携帯情報端末
　　超高速通信網

バイオ・医療・医用
　　ＤＮＡチップ
　　マイクロＴＡＳ
　　ドラッグデリバリ
　　オーダーメイド医薬
　　遺伝子治療

エネルギー・環境
　　高性能２次電池
　　燃料電池
　　太陽電池
　　触媒

ナノテクノロジーの樹

新
素
材

経済産業省　ナノテクノロジー・材料戦略室　資料（2003）
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分析・評価技術
・プローブ顕微鏡
・電子顕微鏡
・ゲノム解析

加工技術
・半導体超微細加工
・原子分子操作
・マイクロマシン

基礎科学
・生物、物理、化学
・材料科学
・計算科学

エレクトロニクス・
　　　　　　　　情報通信
　　分子デバイス
　　フォトニック結晶
　　超高密度メモリ　　
　　高精細ディスプレイ
　　携帯情報端末
　　超高速通信網

バイオ・医療・医用
　　ＤＮＡチップ
　　マイクロＴＡＳ
　　ドラッグデリバリ
　　オーダーメイド医薬
　　遺伝子治療

エネルギー・環境
　　高性能２次電池
　　燃料電池
　　太陽電池
　　触媒

ナノテクノロジーの樹

新
素
材

７兆円
（2005年）

0.5兆円
（2005年）

１兆円
（2005年）

１７兆円
（2010年）

１兆円
（2010年）

２兆円
（2010年）

経済産業省　ナノテクノロジー・材料戦略室　資料（2003）
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高分子構造制御技術 分散構造制御技術 形状制御技術 　薄膜制御技術

解析・予測技術 分析・評価技術

ヘルスケア材料情報・電子材料

機能性ポリマーズ

三井化学のナノテク要素技術と目指す分野
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　“ナノテク“　テクノロジープラットホーム

ナノテクノロジーに関する社内外の技術・情報を共有しながら競争優
位な基盤技術を獲得し、新製品テーマの推進に貢献する。

役割

目標
０２～０３年度　：　要素技術の明確化と機能検証
０４～０７年度　：　ナノ技術の展開と実用化
０８年度～　　　：　次世代ナノテク技術の実用化

リサーチアドバイザー　６名（国内）
　高分子構造制御（ナノアロイ）

　高分子構造制御（自己組織化）

　高分子構造制御（超分子）

　形状制御（触媒、自己組織化）

　分散構造制御（有機無機複合化）

　解析・予測（高分子シミュレーション）
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N

ナノテクノロジーネットワーク

ナノテクノロジー
ネットワーク

Prof. J-M. Lehn　 超分子
Prof. G. Decher 　薄膜制御

（ﾌﾗﾝｽ　ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学）

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王立工科大
ｱﾃﾈ国立工科大

欧州

Prof. Matyaszewski
(ｶｰﾈｷﾞｰﾒﾛﾝ大学)
ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾗｼﾞｶﾙ重合

米国

Dr. Carpenter 新触媒
（国立化学工学研究所）
Prof. Chua　ﾅﾉ構造材料
（国立材料工学研究所）
Prof. Chung　高分子構造
（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ国立大学）

シンガポール

ﾘｻｰﾁｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　6名

東大、京大、東工大等
産総研（ＭＩＲＡＩﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

日本
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N

ナノテクノロジーネットワーク

ナノテクノロジー
ネットワーク

Prof. J-M. Lehn　 超分子
Prof. G. Decher 　薄膜制御

（ﾌﾗﾝｽ　ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学）

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王立工科大
ｱﾃﾈ国立工科大

欧州

Prof. Matyaszewski
(ｶｰﾈｷﾞｰﾒﾛﾝ大学)
ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾗｼﾞｶﾙ重合

米国

Dr. Carpenter 新触媒
（国立化学工学研究所）
Prof. Chua　ﾅﾉ構造材料
（国立材料工学研究所）
Prof. Chung　高分子構造
（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ国立大学）

シンガポール

ﾘｻｰﾁｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　6名

東大、京大、東工大等
産総研（ＭＩＲＡＩﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

日本

　
ナノテクノロジー関連テーマに

　研究人員の１０％が従事
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